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　７月５日から11日にかけて、戸別受信機の受信状況の確認のため、試験放送を実施しました。
　放送が入らない、または音声が途切れるなど受信状況が良くない場合には、必要に応じて屋外アンテナの設置工事
を行います。受信状況が気になる方は、電波状況の確認に伺いますので、８月12日㊍までに防災環境課防災危機管理係
までご連絡ください。屋外アンテナの設置工事に要する費用負担はありません。（標準工事のみ）
　これから北海道に接近する台風が多くなる時期となり、風水害が発生する危険が高まります。情報を確実に受信で
きる環境をつくり、危険が迫った際は速やかに避難できるように準備をお願いします。
　防災行政無線で放送する防災情報は、防災公式LINEと防災情報メールでも確認ができますので、併せてご利用くだ
さい。

防災環境課防災危機管理係（☎ 54-6601）

防災行政無線 
屋外アンテナ工事の施工について

電気機器　　      火災　 防　　  からの　　　      を　      ぎましょう！

　たこ足配線などにより定格容量を超えて電気機器を使用し続けると、過電流により発熱して発火する恐れがあり
ます。電気機器の消費電力などを確認し、定格容量内で使用するようにしましょう！

▶過電流

　電気コードの劣化や傷がついて剥き出しになった導線同士の接触により、短絡（ショート）を起こして出火する恐
れがあります。
　長年使用している電気コードなどは交換するようにしましょう。また、電気コードの上に物を置かないなど、電気
コードを傷つけないように使用しましょう！

幕別消防署（☎ 54-2434）

▶短絡（ショート）

　私たちの生活に欠かせない電気は、使用方法を誤ると火災につながってしまいます。昨年に全国で発生した住宅火
災のうち、約11％が電気機器・配線器具からの出火です。電気や電気機器などの使用方法を十分に理解し、未然に火災
を防ぎましょう。

　プラグをコンセントに差し込んだままにしておくと、ほこりや湿気が溜まってトラッキング現象が起こり、出火す
る恐れがあります。プラグは定期的に掃除しましょう！
　※トラッキング現象：プラグとコンセントとの間に溜まったほこりなどが湿気を帯びて微小なスパークを繰り返し、やがて差し刃間に
　　電気回路が形成されて出火する現象。

▶トラッキング現象 

主な電気火災の原因
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災害が起こったときの
家族の約束事を決めておこう！

家族で備える
防災環境課

防災危機管理係
（☎ 54-6601）

ＱＲコードを読み込み、
「友だちに追加」でご登

録ください。

◆◇幕別町防災公式ＬＩＮＥアカウント◇◆

ＩＤ検索はコチラ⇒⇒⇒＠makubetsu

ＱＲコードから、または
下記アドレスへ空メー
ルを送信し、ご登録くだ
さい。

◆◇防災情報メール◇◆

touroku.makubetsu-town@raiden.ktaiwork.jp

　災害はいつ起こるかわかりません。外出時など、家族が離れ離れのときに災害が起きた場合、安否
確認をしようにも携帯電話が繋がりにくい状況となります。
　いざというときにはどのような行動をとるのか、家族で約束事を決めておくことが大切です。

● 地震や大雨など、災害の種類ごとにどのような危険性があるのか、どのように危険を回避するのかなど、
家族一人一人が災害に対する知識を身に付けましょう。

●テレビ、ラジオ、防災行政無線、防災情報メール、幕別町防災公式 LINE、幕別町ホームページなど、情報
収集の手段を確認するとともに、各種防災情報がどのような情報なのかを知っておきましょう。

家族で防災の知識を身に付けよう

●地震発生時の身の安全の確保、避難口の確保、出火防止や初期消火など、とるべき行動を確認するとともに、
家族の役割分担を決めましょう。

●外出中に家族が帰宅困難になったり、離れ離れになった場合の安否確認の方法や集合場所を決めておきま
しょう。

● 水害時には、どのタイミングで避難するのか（警戒レベル３「高齢者等避難」の発令で避難するなど）、
どこに避難するのか（指定避難所に避難、安全な親戚や友人宅へ避難など）を事前に家族で話し合い、決
めておきましょう。

● 災害伝言ダイヤルや携帯電話各社の災害用伝言板など、普段利用し
ないサービスについて、使い方を確認しておきましょう。

● 隣近所との普段の付き合いを大切にするなど、災害が起こった際の
地域の協力体制を家族みんなで作りましょう。

● 備蓄品について、家族で必要なものを話し合い、事前に用意してお
きましょう。

家族で約束事を決めよう

●自分の住んでいる地域の危険箇所をハザードマップで確認
しましょう。

●避難経路や避難場所などを確認しましょう。
●コロナ禍の避難方法として「分散避難」を検討しましょう。

（広報７月号防災ナビ参照）
●「防災のしおり」は誰でも、いつでも、すぐに見ることが

できるように保管場所を決めておきましょう。

家族で「防災のしおり」を確認しよう

常駐女性インストラクターと一緒に楽しくウォーキング

やストレッチしませんか？

～一日でも長く自分の脚で歩きましょう～

札内若草町 フクハラ若草店内

施設見学体験は無料です。

☎

利用方法などお気軽に

お問合せ下さい。


